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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
 

昨
年
の
暮
れ
に
は
突
然
、
衆
議

院
議
員
選
挙
と
東
京
都
知
事
選
挙

が
重
な
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
・
農
地
は
こ
れ
ま
で
の
歴
史

の
中
で
様
々
な
試
練
に
耐
え
、
そ

の
と
き
の
政
治
の
波
に
も
ま
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
是
非
と
も
農

業
者
が
安
ら
か
な
心
で
農
業
を
継

続
で
き
る
環
境
を
実
現
し
て
頂
く

よ
う
切
に
願
う
次
第
で
あ
り
ま

す
。

　

農
林
水
産
省
の
「
都
市
農
業
の

振
興
に
関
す
る
検
討
会
」
の
中
で

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
に
「
生

産
者
の
そ
ば
に
あ
る
農
業
が
お
ざ

な
り
に
さ
れ
た
結
果
、
消
費
者
は

農
業
・
農
地
の
公
的
機
能
を
肌
で

感
じ
ら
れ
な
く
な
り
、
農
地
に
対

し
て
公
益
費
を
負
担
す
る
、
と
い

う
意
識
が
失
わ
れ
た
」
と
、
あ
り

ま
し
た
が
、
我
が
国
の
農
業
を
維

持
・
発
展
さ
せ
る
に
は
、
都
市
農

業
の
振
興
を
通
じ
て
消
費
者
と
農

業
・
農
地
の
距
離
を
短
く
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
国
の
フ
ラ
ン
ス
で

も
都
市
農
業
の
重
要
性
に
つ
い
て

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
村
、
中
山
間
・
島

し
ょ
地
域
の
農
業
な
ど
、
東
京
都

に
は
日
本
の
縮
図
と
も
言
え
る

様
々
な
地
域
の
農
業
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
農
地
は
全
て
都
民
の

た
め
、
ま
た
、
国
民
の
豊
か
な
生

活
の
た
め
に
地
域
農
業
者
が
努
力

し
て
い
る
、
と
い
う
現
実
に
報
い

る
よ
う
、
国
・
都
に
対
し
て
積
極

的
な
働
き
か
け
を
早
速
行
っ
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

本
年
も
役
職
員
一
同
、
精
一
杯

活
動
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
域
の
農
業
振
興
と
農
地
利
用

促
進
に
ご
活
躍
さ
れ
る
農
業
委
員

各
位
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 

都
農
業
会
議
と
農
委
会
地
区

協
議
会
・
連
合
会
は
「
第
54

回
東
京
都
農
業
委
員
・
農
業
者

大
会
」
を
平
成
25
年
２
月
28
日

（
木
）
午
後
１
時
よ
り
羽
村
市

「
ゆ
と
ろ
ぎ
」
で
開
催
し
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
国
に
対
す
る
要

望
や
平
成
25
年
度
に
向
け
た
農

業
委
員
会
活
動
の
推
進
に
つ
い

て
協
議
し
、
記
念
行
事
と
し
て
、

各
顕
彰
事
業
の
表
彰
を
行
い
ま

す
。

　

農
業
委
員
各
位
の
積
極
的
な

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
54
回
東
京
都
農
業
委
員
・
農
業
者
大
会
を
開
き
ま
す

農
業
者
と
消
費
者
で
「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
開
く

 
 

　
　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

 
 

　
　

東
京
都
農
業
会
議

 
 

　
　

東
京
都
消
費
者
月
間
実
行
委
員
会

　

11
月
27
日
、
中
野

サ
ン
プ
ラ
ザ
に
お
い

て
都
農
業
会
議
と
東

京
都
農
業
経
営
者
ク

ラ
ブ
（
清
水
武
男
会
長
）
、
東
京

都
消
費
者
月
間
実
行
委
員
会
（
笹

浪
真
智
子
会
長
）
の
共
催
に
よ
り

「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

農
業
者
と
消
費
者
が
交
流
し
な

が
ら
と
も
に
学
ぶ
場
を
つ
く
ろ
う

と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
都
内
の

農
業
者
と
消
費
者
あ
わ
せ
て
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
元
都
副
知
事
で
明
治

大
学
大
学
院
教
授
の
青
山
佾
氏
を

講
師
に
迎
え
「
農
業
・
農
地
と
わ

た
し
た
ち
の
暮
ら
し
」
を
テ
ー
マ

と
す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

青
山
氏
は
都
市
農
業
に
つ
い

て
、
農
業
者
と
消
費
者
の
距
離
が

近
く
、
相
互
理
解
を
生
産
や
消
費

に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ

た
利
点
が
あ
る
一
方
、
様
々
な
課

題
も
あ
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

新
年
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　

東
京
都
農
業
会
議
会
長　

波
多
野 

重 

雄

　

そ
し
て
、
ど
う
い
っ
た
農
業
を

育
て
る
の
か
を
議
論
し
て
、
合
意

が
得
ら
れ
た
も
の
に
は
惜
し
み
な

く
保
護
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
強

調
し
、
今
後
は
農
業
者
と
消
費
者

の
交
流
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
話
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
参
加
し
た
農
業
者
と
消

費
者
を
10
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て

交
流
会
が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
で
は
都
市
農
業

に
特
有
の
課
題
や
地
産
地
消
の

必
要
性
、
農
産
物
の
安
全
性
な

ど
、
幅
広
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て

率
直
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
消
費
者
か
ら
は
「
農

家
と
直
接
話
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
、
「
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る

た
め
、
こ
う
し
た
交
流
会
を
も
っ

と
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

農業者と消費者で活発に意見を交わした

都市農業の利点と課題について話す青山氏

東
京
都
農
業
会
議
情
報

渋
谷
区
代
々
木
２
―
10
―
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
３
―
３
３
７
０
―
７
１
４
５

編
集
及
び
発
行　

東
京
都
農
業
会
議

第
３
３
２
号　

平
成
25
年
１
月
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第
９
回
常
任
会
議
員
会
議

　

平
成
24
年
12
月
17
日
に
開
催

し
、
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く

知
事
諮
問
は
、
第
４
条
２
件

１
６
９
９
㎡
を
審
議
し
、
許
可

相
当
と
し
て
答
申
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

　

12
月
６
日
、
日
比
谷
公
会
堂
に

お
い
て
全
国
農
業
委
員
会
会
長
代

表
者
集
会
が
開
か
れ
、
東
京
か
ら

は
各
区
市
町
村
の
農
業
委
員
会
長

ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
事
例
発
表
が
行
わ

れ
、
秋
田
県
鹿
角
市
、
静
岡
県
磐

田
市
、
広
島
県
東
広
島
市
、
大
分

県
九
重
町
の
農
業
委
員
会
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
取

組
や
遊
休
農
地
解
消
の
活
動
に
つ

い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
決
議
が
行
わ
れ
、
要

請
に
つ
い
て
は
「
食
料
・
農
業
・

農
村
の
基
本
政
策
確
立
に
向
け
た

予
算
確
保
と
具
体
的
施
策
に
関
す

る
提
案
」
と
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の

参
加
反
対
を
求
め
る
要
請
」
が
提

案
の
と
お
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
者
は
国
に
対
し
、
農
地
の
有

効
利
用
対
策
や
担
い
手
へ
の
支
援

強
化
、
地
域
振
興
対
策
の
確
立
な

ど
を
求
め
る
内
容
で
す
。

　

ま
た
、
「
農
業
委
員
会
活
動
の

さ
ら
な
る
取
組
に
関
す
る
申
し
合

わ
せ
」
と
「
情
報
提
供
活
動
の
一

層
の
強
化
に
関
す
る
申
し
合
わ

せ
」
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
反
対
を
求
め
る
要
請
や

情
報
提
供
活
動
の
強
化
に
関
す
る
申
し
合
せ
な
ど
決
議

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会

常　

任　

会　

議　

員　

だ　

よ　

り

協
議

　

平
成
25
年
２
月
28
日
（
木
）
開

催
の
「
第
54
回
東
京
都
農
業
委
員
・

農
業
者
大
会
開
催
要
領
」
を
決
定

し
た
。

　

農
地
管
理
・
流
動
化
推
進
月
間

の
状
況
に
つ
い
て
区
市
町
村
の
取

り
組
み
を
説
明
後
、
１
号
常
任
会

議
員
（
農
業
委
員
会
長
）
か
ら
具

体
的
な
活
動
と
課
題
へ
の
対
応

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

当
面
の
農
政
問
題
で
は
、

都
市
農
業
を
め
ぐ
る
情
勢
と

併
せ
て
、
全
国
農
業
委
員
会

都
市
農
政
対
策
協
議
会
が
「
都

市
農
業
基
本
法
の
制
定
に
関

す
る
要
請
」
を
行
う
こ
と
を

説
明
し
た
。

大会では、農業委員会活動の事例発表
や要請・申し合わせの決議が行われた

都
内
全
域
で
農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施

　
　

重
点
的
な
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組
む

農
地
管
理
・
流
動
化
推
進
月
間

　

東
京
都
内
全
域
で
、
８
月
か
ら

10
月
を
農
地
管
理
・
流
動
化
推
進

月
間
と
し
て
設
定
を
し
、
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
を
は
じ
め
、
農
地
利
用

状
況
調
査
（
農
地
法
第
30
条
）
な

ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

特
に
、
本
年
度
か
ら
、
農
業
委

員
が
日
常
活
動
と
し
て
、
地
域
の

全
農
地
を
見
ま
わ
る
と
と
も
に
、

農
業
委
員
会
組
織
と
し
て
、
重
点

的
な
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

特
に
、こ
の
期
間
に
お
い
て
は
、

農
業
委
員
活
動
記
録
カ
ー
ド
を
さ

ら
に
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
都
農
業
会
議
が
作
成
し
た
地

域
ご
と
の
３
種
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
、
農
地
制
度
を
周
知
す

る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
月
間
中
、
都
内
全
域
で

３
６
０
０
件
以
上
の
農
業
委
員
の

活
動
が
報
告
さ
れ
る
と
と
も
に
、

各
農
業
委
員
会
で
農
地
利
用
状
況

調
査
な
ど
実
施
し
ま
し
た
。

　

瑞
穂
町
農
業
委
員
会
（
久
保
田

晴
利
会
長
）
で
は
、
市
街
化
調
整

区
域
で
耕
作
が
十
分
で
な
い
農
地

の
所
有
者
に
農
地
の
貸
借
の
意
向

な
ど
を
訪
ね
農
地
の
流
動
化
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。
同
じ
く
、
町
田

市
農
業
委
員
会
（
吉
川
庄
衞
会
長
）

で
は
、
町
田
市
農
地
利
用
集
積
円

滑
化
団
体
の
農
地
バ
ン
ク
登
録
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
立
市
農
業
委
員
会
（
沼

崎
信
夫
会
長
）
で
は
、
市
内
を
２

班
に
わ
け
、
農
業
委
員
と
市
課
税

課
の
職
員
が
一
緒
に
自
転
車
で
ま

わ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す

る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
委
員

会
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

都
内
の
新
規
就
農
の
取
り
組
み
を
研
究

　
　

町
田
市
の
「
農
地
あ
っ
せ
ん
事
業
」
を
学
ぶ

ア
グ
リ
タ
ウ
ン
研
究
会

　

ア
グ
リ
タ
ウ
ン
研
究
会
（
後
藤

光
蔵
座
長
）
は
こ
の
た
び
、
「
町

田
市
の
農
地
あ
っ
せ
ん
事
業
と
新

規
就
農
支
援
」
を
テ
ー
マ
に
現
地

研
究
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
町
田
市
役
所
に
お
い

て
農
業
振
興
課
の
神
野
幹
也
氏
よ

り
町
田
市
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

農
地
あ
っ
せ
ん
事
業
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
の
研
修
農
場
と
市

内
の
あ
っ
せ
ん
を
予
定
し
て
い
る

農
地
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

小
野
路
町
に
あ
る
約
１
万
８
千

㎡
の
農
地
に
つ
い
て
は
、
市
で
は

こ
れ
を
４
区
画
に
分
け
、
借
り
手

が
「
市
民
が
農
を
体
験
で
き
る
場

を
実
現
す
る
こ
と
」
を
前
提
に

あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
今
後
、
応
募
者
の
審
査
が
行

わ
れ
る
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
に
新
た
に
就
農

し
た
北
井
隆
さ
ん
と
藤
永
貴
幸
さ

ん
の
畑
を
訪
れ
話
を
聞
き
ま
し
た
。研修農場で神野氏（右）から話しを聞く参加者
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農
業
者
年
金
は
「
農
業
者
の
み

が
加
入
で
き
る
」
公
的
年
金
で
、

平
成
14
年
１
月
に
制
度
改
正
が
さ

れ
、
加
入
者
・
受
給
者
数
に
左
右

さ
れ
に
く
い
、
確
定
拠
出
型
の
終

身
年
金
と
い
う
特
長
を
持
っ
た
制

度
で
す
。

　

都
農
業
会
議
で
は
、
こ
の
メ

リ
ッ
ト
の
大
き
い
制
度
を
よ
り
多

く
の
対
象
者
に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
農
業
委
員
会
と
協
力
を
し
、

年
金
推
進
員
を
設
置
す
る
な
ど
加

入
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
Ｊ
問
題
と
は
無
関
係

　

農
業
者
年
金
は
、
確
定
給
付

型
年
金
の
よ
う
に
、
予
定
利
率

を
約
束
し
、
将
来
の
年
金
支
給

を
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

無
理
な
運
用
は
行
い
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
農
業
者
年
金
基
金
が

自
ら
運
用
を
行
っ
て
い
る
の
で

Ａ
Ｉ
Ｊ
問
題
と
は
、
全
く
の
無

関
係
で
す
。

　

毎
年
６
月
に
は
、
加
入
者
全
員

に
運
用
結
果
を
報
告
し
て
い
ま

す
。
（
法
令
で
規
定
）

公
的
年
金
で
あ
る
こ
と
か
ら
高
い

節
税
効
果
が
あ
る

　

農
業
者
年
金
は
、
公
的
年
金
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
支
払
っ
た
保
険

料
は
全
額
社
会
保
険
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
運
用
益

も
非
課
税
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

農
業
者
年
金
を
受
給
す
る
際
も
、

公
的
年
金
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
（
65
才
か
ら
は
１
２
０
万
円

ま
で
は
非
課
税
＝
公
的
年
金
の
総

額
）

運
用
手
数
料
・
経
費
負
担
は
な
し

　

公
的
年
金
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

人
件
費
な
ど
の
経
費
や
運
用
手
数

料
は
国
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
多
く
の
運
用
益
が

加
入
者
に
還
元
さ
れ
ま
す
。

　

※
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
門

の
保
険
会
社
が
、
平
成
20
年
に
保

険
商
品
の
手
数
料
・
経
費
割
合
が

約
20
％
程
度
で
あ
る
と
公
表
。

自
由
度
の
高
い
年
金
制
度

　

農
業
者
年
金
は
、
月
２
万
円
～

６
万
７
千
円
の
間
で
千
円
単
位
で

保
険
料
を
設
定
・
変
動
が
で
き
、

た
と
え
１
ヶ
月
分
で
も
保
険
料
を

支
払
え
ば
、
将
来
の
年
金
受
給
が

可
能
な
自
由
度
の
高
い
制
度
で

す
。

加
入
要
件

①
国
民
年
金
第
１
号
保
険
者

②
農
業
に
年
間
60
日
以
上
従
事

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
を
！

　
　
　

安
定
し
た
公
的
年
金
で
高
い
節
税
効
果

③
20
才
以
上
60
才
未
満

①
～
③
を
す
べ
て
満
た
す
者

農
業
者
年
金
制
度
推
進
研
究
会

　

農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
農
業
委
員
・
職
員

な
ど
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
11
月
29
日
に
、
農
業
者
年
金

制
度
研
究
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

研
究
会
で
は
、
農
業
者
年
金
基

金
の
小
倉
幸
夫
企
画
調
整
室
長
か

ら
の
説
明
の
ほ
か
、
社
会
保
険
労

務
士
で
行
政
書
士
の
青
木
恵
美
子

さ
ん
が
「
農
業
者
年
金
の
特
長
と

加
入
の
意
義
」
に
つ
い
て
講
演
を

し
ま
し
た
。

　

青
木
さ
ん
は
、
他
の
年
金
制
度

と
比
較
し
て
、
制
度
の
安
定
性
や

運
用
の
実
績
、
ま
た
リ
ス
ク
回
避

の
シ
ス
テ
ム
な
ど
農
業
者
年
金
制

度
の
仕
組
み
の
優
位
性
な
ど
を
解

説
し
ま
し
た
。

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
が

　
　
　
　
　

ブ
ー
タ
ン
の
農
業
事
情
を
視
察

恒
例
の
海
外
農
業
視
察
を
実
施

　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

（
清
水
武
男
会
長
）
は
、
12
月
２

～
８
日
に
ブ
ー
タ
ン
王
国
で
の
農

業
視
察
を
実
施
し
、
都
内
の
農
家

16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ブ
ー
タ
ン
へ
は
、
羽
田
空
港
か

ら
約
13
時
間
を
要
し
、
九
州
ほ
ど

の
国
土
に
約
70
万
人
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

　

ブ
ー
タ
ン
仏
教
が
広
く
信
仰
さ

れ
、
都
市
に
は
、
僧
院
・
官
庁
・

学
校
を
併
設
し
た
ゾ
ン
と
い
わ
れ

る
歴
史
あ
る
寺
院
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
視
察
は
、
西
部
の
パ
ロ
、

首
都
の
テ
ィ
ン
プ
ー
、
古
都
の
プ

ナ
カ
で
行
い
、
農
業
試
験
場
や
農

家
視
察
、
ま
た
寺
院
を
巡
り
ま
し

た
。

　

農
業
試
験
場
で
は
、
果
樹
・
野

菜
類
の
研
究
な
ど
の
状
況
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

農
家
視
察
で
は
、
ブ
ー
タ
ン
で

盛
ん
と
な
っ
て
い
る
農
家
民
泊
の

状
況
を
学
び
、
最
近
で
は
日
本
人

の
若
者
の
利
用
も
多
く
な
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
ブ
ー
タ
ン
の
コ
メ
と

野
菜
の
改
良
・
普
及
に
尽
力
し

た
西
岡
京
治
氏
の
功
績
を
学
び
、

参
加
者
は
感
銘
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

　

視
察
で
の
移
動
は
、
壮
大
に
広

が
る
水
田
を
横
目
に
、
山
肌
を
ぬ

う
道
路
を
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
と
す

れ
違
い
な
が
ら
進
む
も
の
で
し
た
。

　

信
号
機
は
首
都
に
１
ヶ
所
の
警

察
官
の
手
信
号
が
あ
る
の
み
で
、

参
加
者
は
肝
を
冷
や
し
な
が
ら
移

動
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
日
常
生
活
は
住
民
同
士

の
相
互
扶
助
に
よ
り
、
生
活
保
障

制
度
は
不
要
と
の
こ
と
。

　

食
事
は
、
野
菜
も
肉
も
豊
富
で
、

参
加
者
は
ブ
ー
タ
ン
の
「
豊
か
さ
」

に
触
れ
る
至
福
の
一
週
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

農業者年金制度の特長や情勢を説明
する農業者年金基金の小倉室長

農業試験場のナシ畑を見学する参加者

ブータンでの脱穀の様子
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商品化された小松菜加工品３点

　

八
丈
町
で
は
、
東
京
都
の
山
村
・

離
島
施
設
整
備
事
業
の
導
入
に
あ

た
り
、
農
業
振
興
整
備
計
画
の
策

定
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ロ
ベ
レ
ニ
ー

の
産
地
で
あ
る
八
丈
町
に
お
い
て

も
、
担
い
手
の
減
少
な
ど
に
直
面

し
て
お
り
、
解
決
策
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
農
業
生

産
に
必
要
な
施
設
・
整
備
な
ど
を

明
確
に
す
る
計
画
の
策
定
に
取
り

組
む
た
め
、
町
内
２
地
区
で
農
家

座
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
島
内
高
校
と

　

足
立
区
で
は
、
こ
の
ほ
ど
小

松
菜
の
加
工
品
が
商
品
化
さ
れ
、

好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

商
品
化
さ
れ
た
の
は
、
「
小
松

菜
あ
ん
ぱ
ん
」
、
「
満
点
こ
ま
つ

菜
せ
ん
べ
い
」
、
「
小
松
菜
と
り

ん
ご
の
マ
フ
ィ
ン
」
の
３
点
。

「
足
立
区
特
産
の
小
松
菜
の
魅
力

を
も
っ
と
広
く
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
、
農
家
か
ら
の
声
を

受
け
、
東
京
都
、
足
立
区
、
Ｊ

Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
、
障
が
い
者

福
祉
施
設
な
ど
が
協
力
し
実
現

し
た
も
の
で
す
。

　

販
売
場
所
な
ど
の
詳
細
は
、

足
立
区
産
業
振
興
課
０
３
―

３
８
８
０
―
５
８
６
６
ま
で
。

　

町
田
市
で
は
、
平
成
23
年
度
よ

り
、
市
街
化
調
整
区
域
の
農
地
の

利
用
促
進
を
は
か
る
「
農
地
利
用

集
積
円
滑
化
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

同
事
業
は
「
貸
し
て
も
よ
い
」

と
い
う
農
地
を
「
農
地
バ
ン
ク
」

に
、
「
借
り
た
い
」
と
い
う
認
定

農
業
者
や
新
規
就
農
希
望
者
な
ど

を
「
担
い
手
バ
ン
ク
」
に
登
録
を

し
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ

る
と
い
う
も
の
で
、
農
地
バ
ン
ク

の
登
録
は
、
農
業
委
員
が
中
心
と

な
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
約
13 

ha
を
農
地
バ

ン
ク
に
、
52
経
営
体
を
担
い
手
バ

ン
ク
に
登
録
を
し
、
約
６
ha
の
農

の
連
携
、
情
報
交
換
・
発
信
な
ど

の
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

八
丈
町
で
農
家
座
談
会
開
く

地
を
23
経
営
体
に
あ
っ
せ
ん
し
て

い
ま
す
。
（
24
年
11
月
現
在
）
こ

の
う
ち
、
新
規
就
農
者
は
４
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
試
み
と
し
て
こ

の
た
び
登
録
さ
れ
た
４
地
区
の
集

団
的
農
地
の
利
用
に
つ
い
て
「
住

民
と
の
交
流
活
動
を
行
う
こ
と
」

な
ど
を
要
件
に
担
い
手
バ
ン
ク
登

録
者
に
コ
ン
ペ
形
式
で
応
募
を
か

け
る
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

応
募
者
は
、
経
営
計
画
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
行
い
、
農

地
あ
っ
せ
ん
事
業
委
員
（
農
業
委

員
で
組
織
）
に
よ
る
審
査
結
果

に
よ
り
、
４
月
１
日
よ
り
利
用

権
が
設
定
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

足
立
区
で
小
松
菜
加
工
品
３
点
を
商
品
化

町
田
市
が
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
で
新
た
な
試
み

　

登
録
さ
れ
て
い
る
４
地
区
の
農
地
に
つ
い
て

　
 

　

「
住
民
と
の
交
流
」
要
件
に
あ
っ
せ
ん
希
望
者
を

コ
ン
ペ
形
式
で
募
集

三
宅
島
で
噴
火
後
は
じ
め
て
と
な
る
「
産
業
祭
」
開
く

　

12
月
１
～
２
日
、
三
宅
島
で
「
こ

こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
、
つ
な
げ
よ

う
次
世
代
へ
」
を
テ
ー
マ
に
噴
火

後
初
め
て
と
な
る
三
宅
島
産
業
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
行
わ
れ
た
品
評
会
で

は
、
１
０
２
点
が
出
品
さ
れ
、
審

査
の
結
果
、
ガ
ス
に
強
い
キ
キ
ョ

ウ
ラ
ン
、
噴
火
前
か
ら
栽
培
が
盛

ん
な
ド
ラ
セ
ナ
、
共
同
出
荷
量
最

多
の
ア
シ
タ
バ
、
伝
統
あ
る
キ
ヌ

サ
ヤ
、
赤
芽
サ
ト
イ
モ
な
ど
が
上

位
を
占
め
ま
し
た
。

　

多
く
の
村
民
や
関
係
者
な
ど
が

見
学
に
訪
れ
、
噴
火
か
ら
の
回
復

を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
三
宅
島

農
業
の
更
な
る
復
興
を
祈
っ
て
い

ま
し
た
。

多くの村民・関係者が三宅島の更なる復興
を祈っていた

１
月
～
３
月
の
日
程

１
・
17 

㈭ 

常
任
会
議
員
会
議

１
・
18 

㈮ 

島
し
ょ
検
討
会

１
・
22 

㈫ 

北
多
摩
北
検
討
会

１
・
23 

㈬ 

北
多
摩
南
検
討
会

１
・
24 

㈭ 

北
多
摩
西
検
討
会

１
・
28 

㈪ 

区
内
検
討
会

１
・
29 

㈫ 

西
多
摩
検
討
会

１
・
31 

㈭ 

南
多
摩
検
討
会

２
・
５ 

㈫ 

＊
13 

㈬ 

組
織
活
動

２
・
７ 

㈭ 

農
委
会
活
動
研
究
会

２
・
18 

㈪ 

常
任
会
議
員
会
議

２
・
28 

㈭ 

農
業
委
員
・
農
業
者
大
会

３
・
８ 

㈮ 

主
任
職
員
協
議
会

３
・
18 

㈪ 

通
常
総
会
・
常
任
会
議

参加者は八丈町の農業について活発に意見を交わした

農地のあっせんを受け新規就農した藤永
貴幸さん


